


甲府城南病院 桂川 謙祐 

令和７年度社員総会は、５月１６日（金）午後７時より甲州コミュニティホールで開催され、今年度より

現地対面でのみの開催となりました。会員には昨年同様に事前の議決権行使を含めた総会への参加協力の依

頼をした結果、社員数 127名に対し、出席者は会場出席３８名、委任状提出５２名、書面表決書提出２４

名の計１１４名でした。出席者が定足数を満たしたため、総会は有効に成立しました。 

まず、元木副会長の司会にて総会が始まり、開会の挨

拶として赤池会長が令和 6 年度 1 年間を振り返られま

した。赤池会長は「会長に就任して、会員の皆様の協力

もあり、一年間を無事に終えることができ感謝申し上げ

ます。この一年を振り返ると学術部の症例検討会がコロ

ナ禍前の様な対面開催で、できるようになったことを本

当に嬉しく思います。」と

話され、県士会の一年間の充実ぶりを感じることができました。議長には北杜

市立塩川病院の向亜希香氏が選出され、令和６年度の事業報告・収支決算報

告、監査報告、令和７年度の事業計画案・学術部研修会に関する件、収支予算

案、山梨県リハビリテーション専門職団体協議会に関する件の７議案（7 号

議案は報告のみ）について審議しました。4号議案の学術部研修会の件は、こ

れまでは当士会の研修会の参加費用については特に規定がありませんでし

た。今回は、県士会員と非会員の差別化を図るためにも、会員は学術講演会や

基礎講座を共に無料で受講できることに対し、非会員は協会員や非協会員で

金額差を設けながら参加費を徴収するという内容について審議がされました。これらすべての議案は賛成多

数で可決されました。最後に中村副会長から協会員と士会員の一致化を図っていく、連携体制構築事業につ

いての説明がされ、午後７時 50分に閉会となりました。 

総会終了後には、理事会を開催し、新入会員 6名、賛助会員入会希望 1社が承認され、新年度の活動が

スタートしました。

- 2 -



一般社団法人山梨県言語聴覚士会 会長 赤池 洋 

 令和 7年度代表者会議が令和 7年 4月 18日（金）、甲州コミュニテ

ィホールにて開催されました。代表者会議は各病院施設の ST 代表の先生

が集まり、当士会の事業内容や各施設の動向などを意見交換する場として

以前より開催してきました。今回はコロナ禍を経て 7年ぶりの開催でした

が対面開催ということもあり、久しぶりにお会いする先生や初めてお会い

する先生など14病院施設から18名の先生方に参加していただきました。 

 代表者会議では以下の議題を担当者よりご報告させていただき、全てに

おいてご理解をいただき感謝申し上げます。 

① 令和 6年度活動報告（赤池会長）

② 認知機能低下予防補聴器装用推進事業（赤池会長）

③ 山梨県リハビリテーション専門職団体協議会 10周年記念式典（赤池会長）

④ 災害時における LINEオープンチャット使用（中嶋理事）

⑤ 令和 6年度臨床実習指導者講習会調査（桂川事務局長）

 当士会の事業は当士会の活動が大半となりますが、それ以外にも日本言語聴覚士協会や山梨県理学療

法士会、山梨県作業療法士会、山梨県介護支援専門員協会などの他団体、そして行政などの事業に関連

することが多くなっています。また、近年課題となっています超高齢社会の進展に伴う障害の重度化と

病態の複雑化への対応、地域包括ケアシステム、放課後等デイサービス、特別支援学校・学級等におけ

る専門職としてのニーズの拡大など、STに求められる役割や知識等は大きく変化してきています。この

ような情勢の変化と共に今年度も新しい事業を展開していく予定です。事業を滞りなく進めていくため

には会員の皆様のご理解とご協力が必要となります。どうぞ宜しくお願い致します。 

 会議後半では各病院施設の取り組みや動向等について意見交換が行われました。限られた時間ではあ

りましたが、各々の病院の状況を知ることができ、今後の臨床や連携に繋げられる良い機会になったと

思います。 

 今後は代表者だけではなく、会員同士とも自由にお話が出来る場を設け、当士会の強みである「顔の

見える関係」を築いていきたいと考えています。 

参加していただきました先生方、ありがとうございました。
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初めまして。この春北里大学を卒業し、臨床実習でお世話になった甲州リハビリテ

ーション病院に入職いたしました。佐野楓と申します。就職してから 1ヶ月が経ち

ますが、勉強することは尽きず、自分に足りないものを考えさせられる毎日です。

これからも、患者様に寄り添う、その為に必要な技術と相手を思いやる行動を先輩

方から学び成長していきたいと考えております。今後ともご指導ご鞭撻のほど、 

よろしくお願いいたします。 

出身は山形県酒田市です。新潟医療福祉大学を卒業し、今年度より甲州リハビリテー

ション病院に入職致しました。今は環境に慣れること、安全にリハビリをすることに

精一杯の日々です。緊張や不安を感じることもありますが、その分これからたくさん

の学びを深める機会があると思うととても楽しみです。1日でも早く 1人前の言語

聴覚士を目指して、患者さんのより豊かな暮らしに少しでも貢献できるよう頑張りた

いと思います。今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。 

4月より甲府共立病院に入職いたしました。山梨県出身で、出身校は東京医薬

看護専門学校です。社会人としてスタートラインに立ち、学ぶことが多く充実

した日々を送っています。まだまだ未熟ではありますが各先輩方にご指導いた

だき、1日でも早く貢献できるよう努力してまいります。地元山梨で STとし

て働けることを嬉しく思います。今後ともよろしくお願い致します。 

甲甲府府共共立立病病院院  依依田田
よ だ

蒼蒼
あお

生生
い

甲甲州州リリハハビビリリテテーーシショョンン病病院院  渡渡部部
わたなべ

  結結
ゆい

  

甲甲州州リリハハビビリリテテーーシショョンン病病院院  佐佐野野
さ の

楓楓
かえで

令和 7年度 

山梨県言語聴覚士会 

新入会員紹介 
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私は、地元である山梨の患者さんにリハビリを通して貢献したいと思い、国立甲

府病院に入職致しました。国立甲府病院には、重症心身障害児（者）病棟があり

ます。患者さん 1人１人の個別性が高く、目に見える変化が現れにくいことも

多いですが、その中でもわずかな表情の変化や反応が得られた時には、大きな喜

びでありやりがいを感じます。1日でも早く患者さんの力となれるように努め、

より良いリハビリが提供できるように精進していきたいと思います。 

国国立立病病院院甲甲府府病病院院  志志村村
しむ ら

  和和奏奏
わか な

  

山山梨梨リリハハビビリリテテーーシショョンン病病院院  浅浅川川
あさかわ

  裕裕
ゆ

里里亜亜
り あ

  

山山梨梨リリハハビビリリテテーーシショョンン病病院院  浦浦野野
うら の

  美美
み

優優
ゆう

  

山山梨梨リリハハビビリリテテーーシショョンン病病院院  渡渡邊邊
わたなべ

  暁暁
あき

  

昨年の 10月から山梨リハビリテーション病院に入職しました。以前は東京都葛

飾区で働いており、結婚を機に山梨へ引っ越してきました。山梨は自然が多く、

最初は東京とのギャップに驚きました。山梨には知り合いもおらず、不安も多か

ったですが、スタッフは優しい方が多いので楽しくリハビリができています。

日々患者様と向き合いながらより良いリハビリを提供していきたいと思います。

宜しくお願いします。 

今年度より山梨リハビリテーション病院に入職いたしました、浦野美優と申しま

す。出身地の長野より山梨県へと越し、昨年度は白根徳洲会病院にて勤務してお

りました。STとしては今年で 2年目となります。「その方らしさ」を支えるた

めの十分なお手伝いができるセラピストを目指して、寄り添い、学ぶ姿勢で患者

さんと向き合い、知識・実践力・想像力の並立した言語聴覚士であれるよう精一

杯努めます。よろしくお願いいたします。 

4月より山梨リハビリテーション病院に入職いたしました。出身は山梨県です。

県外で数年間、他業種で勤務した後に再度学校に入り直して STの資格を取得し

ました。生まれ故郷の山梨の地で、気持ちを新たに一から頑張りたいと思いま

す。入職してからの日はまだ浅いですが、臨床の難しさを感じる毎日です。先輩

方にご指導をいただきながら、STとして日々成長できるよう精進して参りま

す。よろしくお願いいたします。 

昨昨年年 1100月月入入会会  
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疑似体験では、最初は照れた様子の生徒たちでしたが、次第に

ジェスチャーを交えたり、相手の態度や仕草から推測して、声掛

け一つとっても工夫している様子がみられました。発信者として

伝えられないもどかしさ、受信者として理解出来ない時の申し訳

なさに触れる感想が多く、会話相手への思いやりについて考える

機会になったようでした。 

今回のコミュニケーション障害への共感的理解という体験か

ら、言語聴覚士という仕事に関心のなかった方々にも興味を持っ

てもらえるよう、今後も言語聴覚士としてのキャリアの“きっか

け”を創れるような広報活動に取り組んでいきます。 

言語聴覚士を目指す学生の増加に向けた取り組み 

出前講座 上野原高校 
石和温泉病院  髙橋 正和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小児勉強会再開しました 
石和共立病院 本間 隆之 

令和 6年 12月 10日、上野原高校にて３年生 12名に向けて

出前講座を行いました。「福祉」の授業の一環として、医療・介護

関連の職種を目指す生徒たちの体験授業として、今回担当させて

頂きました。 

出前講座では、①コミュニケーションや失語症、構音障害の講

義、②失語症や構音障害のある方とのコミュニケーション場面な

どの疑似体験をする機会を設けました。 

昨年度から少人数オンライン開催で、症例検討及びQ＆A勉強会を

行って参りました。ある程度勉強会の形が整ってきた中で、興味のあ

る先生方に参加をして頂き、仲間を増やしていこうと、広報をお願い

する事を決めました。現在の小児リハの傾向として、子どもの割合は

減少していますが、リハビリに通う子の人数は増え続けており、相談

の内容も多様化しています。 

言葉の遅れが主訴にありながらも、集団適応の困難さ、社会性の課題、 

注意や感情のコントロールの苦手さなど多岐に渡ります。STのみでは 

解決出来ない事も多く、PT・OT との連携、学校や保育施設との会議など、病院外での業も増えています。現

存の小児リハの機関だけでは、初回診察が数ヶ月待ちになっております。子ども達がありのままで過ごしていけ

るように、気持ちの代弁者としての役割を担っていく仲間作りが出来たら嬉しいので、成人分野の STの皆様の

参加をお待ちしております。 
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令和 7年 3月 2日（日）に、第 16回定例会が開催されました！笛吹川フルーツ公園のくだもの

工房クッキング教室に 13名の皆さんと失語症者向け意思疎通支援者 4名、ST9名の総勢 26名が

集いました。本格的な調理は初めての試みでしたが、各グループこだわりのほうとうができました。 

自前のエプロンを持参した

り、手作り味噌の差し入れも

ありました。 

食べる人を思って麺を切っ

たり、火が通りやすいように

具材を切ったり…。 

男性陣の手際の良さも光っ

ていました！ 

作成：ふじやま運営委員会

山梨県失語症者向け意思疎通支援事業運営委員会 委員長 赤池 三紀子 

令和 6年度の個別派遣数は 5件、うち 2件は甲斐市で就労継続支援 B型施設での就労体験補助

でした。これにより、県内市町村で 2つ目の支援者派遣が実現されました。目的も受診や公営住宅

申込、郵便局での手続き補助など個別性が高い内容でした。派遣事業が開始されてのこの３年間で

は、失語症者の登録は計 7名（男 4名、女 3名）。今後開始予定の昭和町でも担当 STからの相談

から派遣支援へつながってきたため、この派遣事業の展開に不可欠な ST 会員への周知について早

期に検討し、失語症のある方の活動を支援するこの重要な事業について情報提供していく必要性を

改めて感じています。身近で対応されている失語症者でこの支援についての利用を検討している ST

はぜひご相談下さい。引き続き、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

ふふじじややまま便便  NNoo..1111

令令和和 66年年度度山山梨梨県県失失語語症症者者向向けけ意意思思疎疎通通支支援援者者派派遣遣支支援援事事業業はは  

にに加加ええ がが開開始始  

令令和和７７年年度度ににはは ででもも始始ままりりまますす  

11期期生生 1166名名がが誕誕生生ししままししたた
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第第９９回回  理理事事会会議議事事録録  
日  時：令和6年12月20日（金） 19時00分～20時32分  

出席理事：赤池(洋)、赤池(三)、中村、元木、市川、岡、髙橋、武井、 

中嶋、萩原、舟越、山田、吉澤、桂川 

欠席理事：佐々木 

＜協議事項＞ 

１． 来年度の新卒者研修会について、講義、事例を通して考えていく方

法を継続していくこととなった。 

２． 山梨県立図書館への寄贈図書は、『三訂 失語症の人と話そう: 失語

症の理解と豊かなコミュニケーションのために』『最新図解自閉症

スペクトラムの子どもたちをサポートする本 (発達障害を考える心

をつなぐ) 』の2冊となった。 

３． 県士会HP のメニュー項目について、「会員向け情報」は「研修

会・講演会案内」に変更、「研修会・講演会案内」は、「学術大

会」、「県士会主催研修会」、「関連イベント情報」、「研修会参加記」

に変更することが承認された。「会員手続き」は、「入会・変更・退

会案内」の項目を新規作成することが承認された。 

＜報告事項＞ 

１． 第2回新卒者研修会、基礎講座、第3回症例検討会について報告

された。 

２． 高校生出前授業について報告された。 

３． インクルーシブ教育推進事業報告（11月・12月実績）について

報告された。 

４． 第9回失語症者向け意思疎通支援者養成講習会スキルアップ研

修、失語症者向け意思疎通支援者養成講習会スキルアップ研修会修

了式、ニーズシーズマッチング交流会2024失語症者向け意思疎

通支援者派遣支援について報告された。 

第第１１００回回  理理事事会会議議事事録録  
日  時：令和７年1月17日（金） 19時00分～19時53分  

出席理事：赤池(洋)、赤池(三)、元木、市川、岡、佐々木、武井、中嶋、 

萩原、舟越、吉澤、桂川 

欠席理事：中村、髙橋、山田 

＜協議事項＞ 

１． 次年度以降に県士会用の携帯電話を購入した後、県士会のGoogle

アカウントを作成していく事が承認された。 

２． 災害時安否確認システム令和6年度第3回予行演習を令和７年2

月3日～2月10日に実施することが承認された。 

＜報告事項＞ 

１． 第1回学術講演会について報告された。 

２． 臨床実習指導者講習会3月期追加募集について、県士会より赤池副

会長が参加予定であることが報告された。 

第第１１１１回回  理理事事会会議議事事録録  

日  時：令和7年2月21日（金） 19時00分～20時48分  

出席理事：赤池(洋)、赤池(三)、中村、元木、市川、岡、髙橋、中嶋、 

萩原、舟越、吉澤、山田、桂川 

欠席理事：岡、佐々木、武井 

＜協議事項＞ 

１． 令和7年度定時社員総会の日程および会場について承認された。開

催方式は、対面形式のみとすることが承認された。 

２． 県士会用携帯電話について、次年度予算で計上し、総会開催以降に

契約していくことが承認された。 

３． 県士会用にネット銀行の契約を行うことについて、総務部と学術部

で協議して決定していくことが承認された。 

４． 会員/非会員の差別化を図るため、研修会の参加費を非会員の参加

者から徴収することが承認された。 

５． 県士会ホームページに失語症者向け意思疎通支援事業についてのメ

ニュー項目を作製していくことが承認された。 

６． 県士会NEWS61号で代表者会議について執筆することが承認さ

れた。 

＜報告事項＞ 

１． 第4回症例検討会について報告された。 

２． 日本言語聴覚士協会2024年度災害基礎研修について報告され

た。 

３． 地域リハビリテーション活動支援推進のための人材育成事業初期研

修について報告された。 

４． 失語症者向け意思疎通支援事業第1回フォローアップ研修につい

て報告された。 

５． 山梨県がんをもつ方のリハビリテーション公開講座、山梨県がんリ

ハビリテーション専門職研修、山梨県がん教育指導者研修会につい

て報告された。 

６． 第4回山梨県リハビリテーション専門職合同学術大会について報

告された。 

７． 東京都言語聴覚士会よりデフリンピック選手の聴力検査実施者の募

集があったことについて報告された。 

第第１１２２回回  理理事事会会議議事事録録  

日  時：令和７年3月21日（金） 19時00分～20時27分  

出席理事：赤池(洋)、赤池(三)、中村、元木、市川、岡、佐々木、髙橋、 

武井、中嶋、萩原、舟越、山田、吉澤、桂川 

欠席理事：なし 

＜協議事項＞ 

１． 来年度新規にノートパソコンの購入について、予算立て、購入して

いくことが承認された。 

２． VF甲府VENTRISE支援金は、今年度までで終了することが承認

された。今後は別の形での支援が可能か担当者と連絡調整すること

となった。 

３．令和7年度部員追加について承認された。 

＜報告事項＞ 

１． 第2回学術講演会について報告された。 

２． 山梨県立図書館への寄贈図書について報告された。 

３． インクルーシブ教育推進事業(2月・3月実績)について報告され

た。 

４． 生活期リハビリテーション研修会について報告された。 

５． 認知症サポーターステップアップ講座について報告された。 

６． ふじやま第16回定例会について報告された。今後の予定とし

て、ふじやま通信作成について報告された。 

７． 失語症者向け意思疎通支援事業第2回フォローアップ研修につい

て報告された。 

開催方法：オンライン会議 

議  長：赤池洋 

書  記：石間戸香穂、河村有美、佐藤淳貴、望月智佳 

議事録作成：桂川謙祐 
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＜各局・委員会からのお知らせ＞ 

事務局 

＜総務部＞ 

・事務局総務部では、県士会活動が円滑に行えるよう社員総会

や理事会の開催・議事録の作成、Zoomミーティングの設定、

各種情報の発信、会員情報管理、財務部では、会費徴収や法

人税の支払い等の財務管理を行っています。

＜財務部＞ 

・新年度は 8名の入会がありました。正会員は 133名、賛助

会員は 6団体です。

既に会費の納入をしていただいた会員の方々もいらっしゃ

いますが、まだお済みでない方は佐々木財務部長へ直接お届

けいただくか、下記口座への振り込みをお願い致します。

（年会費：10,000円）

金融機関名 山梨中央銀行 

支 店 名 店 番 石和支店 ３０５ 

口座名 番号 普通 ９５０７５８ 

名称 一般社団法人山梨県言語聴覚士会 

シヤ・ヤマナシケンゲンゴチヨウカクシカイ

今年度も皆様のご協力をよろしくお願い致します。 

学術局 

・今年度も症例検討会を集合開催とし、顔の見える関係作りも更

に深めていきたいと思います。お忙しいかと思いますが、多く

の会員の皆さんにご参加いただけると幸いです。新卒者研修会

は新卒者会員以外の参加も可能ですので、ご興味がある方はご

参加下さい。 

＜学術部＞ 

・各種研修会は、日程が決まり次第、会員の皆さんへご案内しま

す。 

社会局 

・渉外部、広報部、会報編集・ホームページ管理部の 3 部体制

で活動しています。

〈渉外部〉  

・今年度も「外来リハ・訪問リハ・訪問看護・通所リハ・通所介

護に関する実態調査」を実施いたします。最新情報はホームペ

ージに掲載し、日々の業務や医療・介護連携の際にご活用いた

だけるよう、毎年情報を更新してまいります。実態調査へのご

回答のご協力をよろしくお願い致します。 

＜会報編集・ホームページ管理部＞ 

・会報誌「県士会 News 61号、62号、63号」の発行を行

い、当士会活動の紹介だけではなく、会員間のコミュニケーシ

ョンツールとしてより内容を充実させていきます。

・ホームページでは県士会や言語聴覚士の広報活動の一助とな

るように、情報の収集・発信を推進していきます。また、トッ

プページ上段には、県士会活動の様子や季節ごとの山梨県の名

所の写真などを掲載しています。写真は会員の皆様からも募集

していますので、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

地域リハビリテーション委員会  

・令和 7年 2月 18日(火)、25日(火)、3月 4日(火)に地域リ

ハビリテーション活動支援推進のための人材育成研修会日本

言語聴覚士協会初期研修を開催いたしました。6名の先生方に

ご協力いただき、一般介護予防事業におけるリハビリテーショ

ン活動推進に向け、地域支援事業の中で求められる基本知識に

ついて、地域での活動の紹介を含めてご講義いただきました。 

初期研修は講義が中心となっておりますが、実際に地域に出向

いて活動している先生方の体験談も聞ける良い機会です。当委

員会は地域で活動できる言語聴覚士の育成に努めて参りたい

と思います。  

「ふじやま」運営委員会  

・令和 7年 6月 7日(土)に失語症全国大会 inぎふへ参加しまし

た。初めてのバスでの長距離移動、県外での活動を楽しみまし

た。今年度も定期的に定例会の開催を予定しています。ぜひ、

会員の皆様のご参加もお待ちしています。 

災害対策支援委員会 

・災害対策支援委員会では災害時安否確認システム第 3 回予行

演習を令和 7年 2月 3日～2月 10日に開催しました。第 3

回予行演習では 86 名の会員の皆様に参加していただきあり

がとうございました。今年度は災害時安否確認システムに加え、

災害時における情報共有や連携がより迅速に行えることを目

的として「責任者 LINEグループ」の運用も開始しました。今

年度の予行演習の際には活用させて頂きたいと考えています

ので、引き続きご協力をお願い致します。
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補聴器の無料体験
認定補聴器技能者在籍

支援法補聴器取り扱い

私たちはシャント発声のプロフェッショナルです

株式会社アトスメディカルジャパン
〒 104-0033 東京都中央区新川 1-3-17 新川三幸ビル 2F
tel 03 4589 2830 ／ fax 03 5540 0890
info.jp@atosmedical.com

喉頭を摘出された方々のQOL向上のため
に、シャント発声のリハビリテーションや患者さ
まを対象にした勉強会を行っています。
シャント発声について興味のある言語聴覚
士の皆さまには、実際のリハビリテーションの
様子や勉強会を公開しておりますので、お気
軽にお問合せください。

デリケートなお口をやさしくケアし
お口の環境を健康に保ちます

Pepti-Sal（ペプチサル）とは
「Peptide（ペプチド）」+「Saliva（唾液）」の造語。
唾液のチカラに着目して開発された
低刺激性のオーラルケア製品です。
要介護の方の口腔ケアにもおすすめです。

平日 9：00 ～ 17：00（土日祝日除く）

Oral Health for Everyone

　2025 年度となり半年が過ぎようとし

ています。この時期はコロナやインフ

ルエンザは少ないですが、連日の暑さによって体調を崩される

方もいるのではないかと思います。今年の夏も暑くなるとの情

報だったため、私は暑い時は我慢せず冷房を入れて過ごしたい

と思います。よく対策として、こまめな水分補給や冷房の使用

等が言われておりますが、汗をかくこともいいことだそうです。

皆様も暑さ対策しながら今年の夏をお過ごし下さい。

　さて、今回の県士会ニュースも山梨県リハビリテーション専

門職合同学術大会の様子や新入会員紹介等、盛り沢山の内容と

なっております。新入会員も入り会員が増えたので、研修会等

で会えることを楽しみにしています。ぜひ熟読していただけた

ら幸いです。よろしくお願いいたします。（海野友希）

一般社団法人山梨県言語聴覚士会ニュース
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